
会

計

委

員

監

事
二
0
1
―0
年
度
二
松
学
舎
大
学
人
文
学
会
役
員

・
委
貝
（
五
十
音
順
）

会

長

牧

角

悦

子

運

営

委

員

長

長

島

弘

明

運

営

委

員

市

束

津

由

彦

・
小

中

谷

い

ず

み

・
増

町

泉
寿
郎
•

松

町

泉
寿
郎

足

元

・
塩

田

正

樹

・
増

松

健

太

郎

市

津
由
彦

小

伴

子

・
改

為

佑

太

・
戸

中

い

ず

み

原
由
来
恵

•

山

沖

卓

也

・
塩

編
集
委
員
長

編

集

委

員

研
究
委
員
長

研

究

委

貝

森 谷橋方来本中立

田口

直

孝

今
日
子

内田

俊明

介子

田沢

一

平

裕
美
子

本田方

伴

子

裕
美
子

健
太
郎

〈編

集

後

記
〉

先
号
の
編
集
終
了
時
に
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

(C
O
V
I
D
'
1
9
)
感
染
症
流
行
の
さ
中
、

『
人
文
論
叢
』
第
百
五
輯
を
お
届
け
す
る
。

巻
頭
に
は
、
中
島
隆
栂
先
生
に
よ
る
昨
冬
の
人
文
学
会
大
会
の
講
演
録
を
掲

載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
ず
中
島
先
生
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
本
古
典
、
及
び
店
を
め
ぐ
る
日
中
文
化
交
流
に
関
す
る
論
考
、
計

四
件
、
訓
読
法
を
め
ぐ
る
教
育
報
告
、
授
業
を
通
し
て
の
写
真
作
家
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
、
そ
し
て

「
私
の
研
究
」
や
本
学
部
教
員
の
斬
新
な
研
究
書
へ
の

「
書

評
」
、
「
紹
介
」
な
ど
、
多
様
な
内
容
の
も
の
を
、
こ
れ
ま
で
の
号
の
よ
う
に
掲

載
で
き
た
。
執
節
者
、
各
協
力
者
の
皆
様
に
は
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
と
に
、

現
場
性
を
帯
び
る
言
業
の
特
殊
な
深
さ
が
味
わ
え
る
講
演
録
と
イ

ン
タ
ビ
ュ

ー

は
、
今
後
か
た
ち
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
貝
重
で
あ
る
。

本
誌
は
、
研
究
発
表
大
会
の
開
催
と
学
術
誌
の
刊
行
と
い
う
人
文
学
会
の
大

き
な
事
業
の

一
環
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
。
今
夏
は
研
究
発
表
大
会
が
中
止

と
な
り
、
講
演
題
目
や
研
究
発
表
要
旨
を
掲
載
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
、
大
会

の
か
た
ち
も
変
わ
り
、
本
誌
の
位
附
も
更
新
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
引
き
続
き
、

多
様
な
会
員
諸
野
の
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
、
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。

（編
集
委
員
長
市
来
津
由
彦
）
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